
“キャリアアップ”と“つながる”ための情報です
気になる学会・研究会、セミナーなどに出かけよう！

I n f o r m a t i o n

参
加
者
・
受
講
者

募
集
中

※
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
11
月
25
日
時

点
の
も
の
で
す
。
最
新
の
情
報
は
主
催

元
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２
０
２
６
年
度
聖
路
加

国
際
大
学
認
定
看
護
師

教
育
課
程
︵
A
課
程
︶

2
次
募
集
の
お
知
ら
せ

募
集
人
員
　

訪
問
看
護
10
名
程
度（
定

員
30
名
）、
認
知
症
看
護
10
名
程
度（
定

員
30
名
）

出
願
期
間
　

1
月
13
日（
火
）〜
1
月
23

日（
金
）当
日
消
印
有
効

試
験
日
　

3
月
4
日（
水
）※
筆
記
試
験

お
よ
び
面
接
試
験

検
定
料
　

5
万
円（
税
込
）

教
育
期
間
　

２
０
２
６
年
6
月
〜

２
０
２
７
年
2
月（
9
か
月
間
）

授
業
形
態
　
週
末
開
講（
金
・
土
）※
共

通
科
目
お
よ
び
実
習
は
一
定
時
期
に
集

中
実
施

募
集
要
項
・
出
願
書
類
　

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ

参
照

https://edu-sk.luke.ac.jp/nintei/

※
A
課
程
は
２
０
２
６
年
度
を
も
っ
て

閉
講
の
た
め
、
最
終
開
講
年
度
の
募
集

と
な
り
ま
す
。

問
聖
路
加
国
際
大
学
　
大
学
事
務
課

看
護
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
係

〒
１
０
４
‐
０
０
４
４

東
京
都
中
央
区
明
石
町
10
‐
１

☎
０
３
‐
５
５
５
０
‐
２
２
４
７

（
直
通
）

nintei@
slcn.ac.jp

２
０
２
６
年
度

木
村
看
護
教
育
振
興
財
団

助
成
募
集

◎
海
外
看
護
研
修
助
成

研
修
先
　

メ
イ
ヨ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

（M
ayo C

linic

）、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ミ
ネ
ソ
タ
州
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー

応
募
資
格
・
要
件

①
日
本
在
住
で
看
護
師
・
助
産
師
・
保

健
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
も
っ
て
い

る
こ
と

②
看
護
実
務
経
験
が
5
年
以
上
あ
り
、

現
在
、
臨
床
の
現
場
に
従
事
し
て
い
る

こ
と

③
心
身
共
に
健
康
で
あ
る
こ
と

④
所
属
長（
看
護
部
長
、
病
院
長
ま
た

は
こ
れ
ら
の
役
職
に
相
当
す
る
人
）・

所
属
施
設
の
推
薦
・
海
外
へ
の
渡
航
許

可
を
得
て
い
る
こ
と

⑤TO
E

IC
® Listening &

 R
eading 

Test 
６
０
０
点
以
上
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ 

ｉ
Ｂ
Ｔ 
61
点
以
上
、
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ 

5
・
0
点
以
上
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
ス

コ
ア
を
も
っ
て
い
る
こ
と（
２
０
２
４

年
9
月
12
日
以
降
の
ス
コ
ア
が
望
ま
し

い
）。
ま
た
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
英
語
検

定
のFirst（
Ｆ
Ｃ
Ｅ
）、Advanced
（
Ｃ

Ａ
Ｅ
）の
う
ち
い
ず
れ
か
の
資
格
を
取

得
し
て
い
る
こ
と

※
研
修
に
通
訳
は
つ
か
な
い
の
で
、
日

常
会
話
と
看
護
の
専
門
分
野
の
英
語
力

が
必
要

募
集
人
員
　

8
名

研
修
期
間
　

9
月
12
日（
土
）〜
27
日

（
日
）の
予
定（
渡
航
日
含
む
）

研
修
の
方
法
　
研
修
者
の
目
的
に
応
じ

た
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た
講
義
、

実
習
お
よ
び
見
学
に
よ
る
研
修

助
成
金
の
費
用
負
担
　
研
修
費
、
宿
泊

費
、
羽
田
空
港
発
着
の
往
復
渡
航
費
お

よ
び
海
外
旅
行
保
険
費
用

※
羽
田
空
港
―
自
宅
間
の
往
復
交
通
費

往
復
交
通
費
は
対
象
外

応
募
方
法
・
同
書
類
　

本
財
団
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

「
２
０
２
６
年
度
海
外
看
護
研
修
助
成

申
込
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、「
応

募
資
格
・
要
件
⑤
」に
記
載
し
て
い
る

英
語
力
を
示
す
ス
コ
ア
証
明
書
の
写
し

と
と
も
に
本
財
団
に
郵
送

申
込
締
切
日
　

1
月
20
日（
火
）必
着（
郵

送
）

選
考
結
果
の
通
知
　

3
月
下
旬
に
申
込

者
に
文
書
で
通
知
。
助
成
決
定
者
は
後

日
、
必
要
書
類
を
提
出

研
修
成
果
の
報
告
　
２
０
２
６
年
12
月

に
開
催
予
定
の
海
外
看
護
研
修
報
告
会

で
研
修
の
成
果
を
発
表
。
ま
た
は
、

２
０
２
７
年
2
月
26
日（
金
）ま
で
に

研
修
の
成
果
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
を

提
出

そ
の
他

・
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
な
い

・
メ
イ
ヨ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
全
米
屈

指
の
高
度
急
性
期
医
療
機
関
で
、
幅
広

い
看
護
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て

い
る
が
、
公
衆
衛
生
看
護
や
地
域
看
護

の
分
野
は
実
践
的
な
看
護
研
修
を
受
け

る
こ
と
が
難
し
い

◎
看
護
研
究
助
成

助
成
対
象
　

看
護
の
質
的
充
実
・
向
上

が
期
待
で
き
る
国
内
の
患
者
、
医
療
従

事
者
等
を
対
象
と
す
る
先
駆
的
研
究

で
、
療
養
環
境
に
関
わ
る
研
究
な
ど
、

臨
床
の
役
に
立
つ
未
発
表
の
も
の
。
共

同
研
究
を
歓
迎

２
０
２
６
年
度
助
成
す
る
研
究
の
分

野
：
基
礎
看
護
、
成
人
看
護
、
老
年
看

護
、
小
児
看
護
、
母
性
看
護
、
精
神
看

護
、
地
域
看
護
、
在
宅
看
護
、
看
護
管

理
、
看
護
教
育
、
そ
の
他

応
募
資
格
・
要
件

①
申
込
者（
共
同
研
究
の
場
合
は
研
究

代
表
者
）は
、
日
本
在
住
の
看
護
職
者

で
臨
床
・
地
域
看
護
に
従
事
し
て
い
る

個
人

②
大
学
の
教
員
や
大
学
院
生
は
対
象

外
。
た
だ
し
、
大
学
の
教
員
や
大
学
院

生
で
も
、
臨
床
・
地
域
看
護
に
従
事
し

て
い
る
看
護
職
者
で
あ
れ
ば
対
象
と
な

る③
助
成
決
定
後
、
た
だ
ち
に
所
属
機
関

等
の
倫
理
審
査
委
員
会
等
へ
の
承
認
申

請
を
行
う
こ
と
、
ま
た
は
す
で
に
承
認

申
請
中
で
あ
る
こ
と

④
関
係
所
属
長
の
推
薦
が
あ
る
こ
と
。

医
療
機
関
と
大
学
・
大
学
院
の
両
方
に

所
属
す
る
場
合
は
、
医
療
機
関
の
所
属

長
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
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⑤
営
利
を
目
的
と
す
る
研
究
で
は
な
い

こ
と

研
究
期
間
お
よ
び
助
成
金
執
行
期
間
　

２
０
２
６
年
4
月
1
日（
水
）
〜

２
０
２
８
年
3
月
31
日（
金
）（
2
年
間
）

※
２
０
２
６
年
3
月
31
日（
火
）以
前

に
開
始
さ
れ
た
研
究
は
対
象
外

助
成
金
額
　

1
件
に
つ
き
１
０
０
万
円
、

10
件
が
限
度
。
選
考
委
員
会
の
査
定
を

経
て
決
定
さ
れ
た
助
成
金
額
を
、
助
成

年
度
の
6
月
中
旬
に
全
額
一
括
支
給

助
成
金
の
使
途

①
助
成
金
の
使
途
に
は
、
研
究
協
力
者

経
費
、
旅
費
交
通
費
、
調
査
費
、
資
料
・

印
刷
費
、
会
議
費
、
通
信
・
運
搬
費
、

機
器
・
備
品
費
、
消
耗
品
費
等
を
含
む
。

た
だ
し
、
給
与
形
式
の
人
件
費
は
対
象

か
ら
除
外

②
助
成
金
の
使
途
は
助
成
対
象
研
究
に

必
要
な
直
接
経
費
に
限
る
。
間
接
経
費

（
研
究
の
実
施
に
伴
う
研
究
機
関
の
管

理
等
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、
研
究
者

の
所
属
機
関
が
使
用
す
る
経
費
）は
含

ま
な
い

③
助
成
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
研
究

の
成
果
の
提
出
時
に
本
財
団
所
定
の
様

式
に
領
収
書
等
を
添
え
て
詳
細
に
報
告

を
す
る

応
募
方
法
　
本
財
団
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の

「
２
０
２
６
年
度
看
護
研
究
助
成
申
込

書
」（
様
式
1
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

次
の
①
〜
②
の
書
類
と
と
も
に
本
財
団

に
郵
送

①
研
究
計
画
書（
様
式
2
）

②
希
望
助
成
額
の
積
算
内
訳（
様
式

3
）

※
様
式
1
〜
3
お
よ
び「
研
究
助
成
費

目
一
覧
」は
本
財
団
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

※
様
式
2
の「
希
望
助
成
額
の
内
訳
」

お
よ
び
様
式
3
を
作
成
す
る
際
は
、「
研

究
助
成
費
目
一
覧
」を
参
照
す
る

申
込
締
切
日
　

1
月
20
日（
火
）必
着（
郵

送
）

選
考
結
果
の
通
知
　

3
月
下
旬
に
申
込

者
に
文
書
で
通
知
。
助
成
決
定
者
は
後

日
、
必
要
書
類
を
提
出

研
究
成
果
の
報
告

①
原
則
と
し
て
、
２
０
２
８
年
3
月
20

日（
月
）ま
で
に
研
究
論
文
を
学
会
誌

に
投
稿
し
、
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

成
果
の
発
表
と
す
る
。
本
財
団
に

２
０
２
８
年
3
月
31
日（
金
）ま
で
に

当
該
論
文（
別
刷
り
）と
抄
録
を
提
出
。

抄
録
は
本
財
団
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載

予
定
。
抄
録
の
み
の
提
出
は
不
可

②
上
記
以
外
の
場
合
は
、
上
記
期
間
内

に
本
財
団
に
看
護
研
究
報
告
書
を
提

出
。
当
該
報
告
書
は
、『
年
次
報
告
書
』

ま
た
は
本
財
団
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
、
あ

る
い
は
そ
の
両
方
に
掲
載
。
当
該
報
告

書
の
内
容
は
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、

他
の
出
版
物（
デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
含
む
）

に
す
で
に
発
表
あ
る
い
は
投
稿
さ
れ
て

い
な
い
も
の
に
限
る

③
論
文
投
稿
、
看
護
研
究
報
告
書
の
発

表
方
法
を
問
わ
ず
、
本
財
団
主
催
の
報

告
会
で
研
究
成
果
の
概
要
を
報
告

④
研
究
の
成
果
を
関
係
学
会
等
に
発
表

す
る
際
に
は
、
公
益
財
団
法
人
木
村
看

護
教
育
振
興
財
団
の
助
成
を
受
け
た
研

究
で
あ
る
旨
を
明
記

そ
の
他

①
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
な
い

②
１
９
９
３
年
度
〜
２
０
２
５
年
度
に

本
財
団
の
看
護
研
究
助
成
を
受
け
た
申

込
者（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
代
表
者
）

は
、
選
考
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る問
公
益
財
団
法
人
木
村
看
護
教
育
振

興
財
団
事
務
局

〒
１
１
３
‐
０
０
３
３

東
京
都
文
京
区
本
郷
5
‐
25
‐
14

8
階

☎
０
３
‐
５
８
０
０
‐
２
７
０
０

０
３
‐
５
８
０
０
‐
０
０
２
２

kim
ura-info@

nurseed.jp

https://w
w

w
.nurseed.jp/

日
本
看
護
サ
ミ
ッ
ト

２
０
２
５

︵
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
︶

日
時
　
現
地
会
場
＋
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
　

２
０
２
６
年
2
月
5
日（
木
）
10
：
00

〜
17
：
00（
9
：
30
開
場
）※
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信
は
な
い

会
場
　
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
国
立
大
ホ
ー

ル（
横
浜
市
西
区
）

テ
ー
マ
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
時
代
に

お
け
る
看
護
職
の
働
き
方
革
命

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

解
説「
こ
れ
ま
で
の
看

護
職
の
働
き
方
改
革
と
看
護
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
４
０
」勝
又
浜
子（
日
本

看
護
協
会
副
会
長
）／
特
別
講
演「『
6

足
の
わ
ら
じ
』
を
履
く
笑
い
飯
　

哲
夫

の
働
き
方
革
命
」笑
い
飯
　
哲
夫（
漫
才

師
）／
鼎
談「
今
後
の
医
療
提
供
体
制

の
変
革
に
対
応
し
、
専
門
性
を
発
揮
で

き
る
看
護
職
の
働
き
方
と
必
要
な
政
策

と
は
」友
納
理
緒（
参
議
院
議
員
）、
習

田
由
美
子（
厚
生
労
働
省
医
政
局
看
護

課
課
長
）、
秋
山
智
弥（
日
本
看
護
協

会
会
長
）／
Ｉ
Ｃ
Ｎ
・
Ｉ
Ｗ
Ｆ
Ｆ（
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
）セ
ッ
シ
ョ
ン「
海
外
の

看
護
職
の
多
様
な
働
き
方
事
情
」
ハ

ワ
ー
ド
・
カ
ッ
ト
ン（
国
際
看
護
師
協

会（
Ｉ
Ｃ
Ｎ
）事
務
局
長
）、
海
外
の
看

護
師
協
会
等
代
表
者（
2
か
国
）／
リ

レ
ー
ト
ー
ク「
看
護
職
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
と
看
護
の
質
向
上
を
叶
え
る
働

き
方
と
は
」松
下
博
宣（
文
京
学
院
大

学
大
学
院
福
祉
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
科
特
任
教
授
）、
佐
藤
賢
治（
新
潟

県
厚
生
連
佐
渡
総
合
病
院
病
院
長
）、

西
村
由
香（
市
立
大
津
市
民
病
院
前
看

護
局
長
）、
藤
井
将
志（
特
定
医
療
法

人
谷
田
会
谷
田
病
院
事
務
部
長
）、
若

松
冬
美（
株
式
会
社Le-caldo

代
表
取

締
役
）／
総
括
討
論「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
時
代
の
看
護
職
の
働
き
方
」中
野

夕
香
里（
日
本
看
護
協
会
専
務
理
事
）、

柳
橋
礼
子（
日
本
看
護
サ
ミ
ッ
ト

２
０
２
５
実
行
委
員
・
東
京
都
看
護
協

会
会
長
）、
調
整
中
／「
看
護
職
の
働
き

方
に
関
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン（
提
言
）の

発
表
」秋
山
智
弥（
日
本
看
護
協
会
会

長
）

参
加
申
込
　
﹇
早
期
申
込
﹈
1
月
21
日

（
水
）ま
で
、﹇
通
常
申
込（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
の
み
）﹈
1
月
23
日（
金
）

〜
2
月
5
日（
木
）

申
込
方
法
　
左
記
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の「
サ

ミ
ッ
ト
参
加
申
込
」よ
り

参
加
費
　﹇
早
期
申
込
﹈５
５
０
０
円（
税

込
）、﹇
通
常
申
込
﹈７
７
０
０
円（
税

込
）、
看
護
学
生
は
無
料
、
左
記
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
の「
学
生
申
込
」よ
り

※
看
護
学
生
は
保
健
師
・
助
産
師
・
看

護
師
お
よ
び
准
看
護
師
の
免
許
を
未
取

得
の
看
護
学
生
の
こ
と

問
日
本
看
護
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
５
特
設

サ
イ
ト
：https://w

w
w

.nurse.or.jp/

n
u

rsin
g

/su
m

m
it/2

0
2

5
/in

d
ex.

htm
l
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